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研究成果の概要： 
マウス CLSP (mCLSP; CAR-like soluble protein) は 390 アミノ酸から成っており、3 つの
免疫グロブリン様 (IgV) 領域を有する可溶性タンパク質であった。これら 3 つの IgV 領域
は、Ad 受容体である CAR の IgV 領域と強い相同性を示した。そこで、CAR 陽性細胞株に 
mCLSP を安定発現させ、その後アデノウイルス (Ad) ベクターを作用させた結果、Ad ベク
ターの感染が親株と比較し著明に阻害された。また、遺伝子組換え mCLSP も同様に Ad ベ
クターの感染を有意に阻害した。一方、CAR 陰性細胞株に mCLSP を発現させると、Ad ベ
クターの感染効率が親株と比較し上昇した。したがって、CLSP は CAR 発現の有無により 
Ad の感染を正または負に制御するタンパク質であることが明らかとなった。 
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１．研究開始当初の背景 
アデノウイルス (Ad) は CAR とよばれる

膜タンパク質を受容体として感染する。CAR 
はイムノグロブリンスーパーファミリーに
属する一回膜貫通型の細胞接着分子であり、
このファミリーに属する分子は互いに相同
性を有するものが多い。そこで、CAR と相同
性を有する分子を新たに探索した結果、可溶
型 の 新 規 タ ン パ ク 質 を 見 出 し 、 CLSP 
(CAR-like soluble protein) と命名した。

本研究課題では、CLSP の Ad 感染における
役割について検討した。 
 
２．研究の目的 
 我々が新たに見出した CLSP は Ad 受
容体 CAR と相同性を有するため、Ad の感
染に何らかの役割を担っている可能性があ
る。そこで、CLSP の過剰発現系を用いて 
Ad 感染における CLSP の役割を明らかに
することを目的とする。 
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３．研究の方法 
 CAR 陽性  SK HEP-1 細胞にマウス 
CLSP cDNA を安定発現させた。また、CAR 
陰 性  NIH3T3 細 胞 に 対 し て も  CLSP 
cDNA を安定発現させ、両細胞株に Ad ベ
クターを感染させた後の感染効率を測定し
た。また、CLSP と Ad ベクターとの相互
作用を ELISA にて検討した。 
 
４．研究成果 

CAR 陽性  SK HEP-1 細胞に  mCLSP 
を安定発現させ、その後 Ad ベクターを作用
させた結果、Ad ベクターの感染が親株と比
較し著明に阻害された。また、遺伝子組換え 
mCLSP も同様に SK HEP-1 細胞に対する 
Ad ベクターの感染を有意に阻害した。一方、
CAR 陰性  NIH3T3 細胞に  mCLSP を発
現させると、Ad ベクターの感染効率が親株
と比較し上昇した。したがって、CLSP は 
CAR 発現の有無により Ad の感染を正ま
たは負に制御するタンパク質であることが
明らかとなった。また、ELISA 法により 
CLSP は Ad ベクターと直接結合すること
が示された。以上より、CLSP はウイルス感
染防御に関与する新規タンパク質である可
能性が示された。 
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